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( 1 ) 平成 3 年度支部総会報告
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佐藤馨ー

加賀屋誠一

北海道大学助教授

北海道大学助教授

2. 平成 2 年度収支計算報告

(1) 貸借対照表時:平成 3 年 4 月 25 日(木)

所:ホテル札幌会館

平成 2 年度事業報告

(1) 通常総会

日時:平成 2 年 4 月 23 日(月)

場所:北海道大学百年記念会館

(2) 運営委員会

①日時:平成 2年 4 月 23 日(月)

場所:北海道大学百年記念会館

時:平成 2 年 11 月 14 日(水)

所:北海道大学百年記念会館

時:平成 3 年 3 月 18 日(月)

場所:ホテル札幌会館

(3) 講演会

①日時:平成 2 年 4 月 23 日(月)

場所:北海道大学百年記念会館

題 目:社会公共システムの信頼性リスク評仙ー

講師:鳥取大学教授岡田憲夫

日時:平成 2 年 5 月 9 日(水)

所:北方圏センタ一

目:ソフトウェア開発の新しい方法論の戦

略的意義

師:ベンシルパニア大学教授

James C. Emery 

時:平成 2 年 11 月 14 日(水)

所:北海道大学百年記念会館

目:確率モデルによる情報システムの性能

評価

師:北海道大学助教授木村

時:平成 3 年 3 月 18 日 (m

所:ホテル札幌会館

目:ファジィ理論とその周辺

師:北海学園大学教授

北海道支部

日
場

1

平成 3 年 2 月 28日現在(円)
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3. 平成 3 年度事業計画

(1) 研究会

平成 3 年度は 2-3 回実施する.

内容については別途検討する.

(2) 講演会

平成 3 年度は 1 - 2 回実施する.

演題および、講演者については別途検討する.

(3) 普及活動

OR企業サロン等などを通して適宜実施する.

4. 平成 3 年度収支予算

(円)

収 支
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5. 支部役員

支部長関口恭毅(北海道大学経済学部)

運営委員 浅利英吉(北海道東海大学工学部)，五

十嵐日出夫(北海道大学工学部)， 石塚

文嘉(北海道工業大学)，伊藤正義(北

海道工業大学経営工学科)，大内 東(北

海道大学工学部)， 加地郁夫(北海道工

業大学)， 河口至商(北海学園大学工学

部)， Jl I向史短(北星大学経済学部)，北

川正彦(札幌市建築局)， 佐藤馨ー(北

海道大学工学部)， 高野伸栄(北海道大

学工学部)， 谷口君雄(北海道自動車短

期大学)， 千葉博正(北海道自動車短期

大学)，堂柿栄輔(北海学園大学工学部)，

長津行高(共和コンクリート)，行方常

幸(小樽商科大学商学部)，沼田 久(小

樽商科大学商学部)，長谷川淳(北海道

大学工学部)， 元谷靖宏(北海道ソフト

エンジニアリング)，山田 修(北海道

電力)， 山村悦夫(北海道大学大学院環

境科学研究科)

424 (46) 

幹 事大堀隆文(北海道工業大学)，若林信夫

(小樽商科大学商学部)，木村俊一(北海

道大学経済学部)，吉野孝行(北海道電

力)

監 事竹内俊正(日本ユニシス)

東北支部

日時:平成 3 年ラ月 21 日(火)

場所:東北電力本館 6 階会議室

1. 平成 2 年度事業報告

(1) 総会

2年 5 月 10 日(木) 15時20分より東北電力会議室

において開催し，下記議案について審議し，承認さ

れた.

① 平成 2 年度事業報告ならびに決算報告

② 平成 3 年度事業計画案ならびに予算案

③ 支部役員の選出について

(2) 運営委員会

• 2 年 5 月 10日(木い総会提出議案について審議し

た.

・ 2 年 12月 26 日(水) : 4 年度春季研究発表会実行委

員の選出について審議した.

(3) 幹事会

• 2 年 5 月 10 日(木) : 2 年度総会提出議案ならびに

同運営委員会の提出議案につ

いて検討した.

• 2 年 11 月 5 日(月) : 4 年度春季研究発表会にかか

る運営委員会提出議案につい

て検討した.

(4) 講演会

・ 2 年 5 月 10 日(木)総会終了後，同会場において

開催した.

講師:東北大学教授情報処理教育センター

奈良 久

演題:大学における情報 (OR) 教育の問題点

(5) 研究会

第56回 11 月 5 日(月) 16: 00-17 : 30 (仙台市

東北電力会議室)

大山達雄(埼玉大学政策科学研究科)

「議員配分問題J 23名

(6) 懇親会

2年 5 月 10 日(木)総会終了後開催(参加者18名)
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(7) 会員の状況

会員74名・賛助会員 6 社(東北電力， NTT東北

支社，通研電気工業，東北コンビュータ・サービ

ス，東北文理学窟，東北システムズ・サポート)

2. 平成 2 年度収支計算報告

(1) 貸借対照表

平成 3 年 2 月 28 日現在(円)

借 貸 方

科 目 科 目 l 金額
T貢 貯 金 1 11 吋期繰越金 l4775

当期運営残高 6, 721 

A口. 日十 L", 496
1 

メ日斗 E十

3. 平成 3 年度事業計画

(1) 総 dZb2恥Z 1 回開催

(2) 運営委員会随時開催

(3) 幹 事 会随時開催

μ) 講 演 dヱi>降 2 回程度開催(企業団体等との共

1雀を含む)

(5) 研 究 会 3 回程度開催(研究成果発表，素

材提供および自由討議等による研

究)

1991 年 8 月号

(6) OR普及活動 大学，企業，団体など各職場の実

情にあった普及活動を積極的に行

なう.

(7) 会員増強上記活動，その他を通じて， OR

学会への入会勧誘を行なう.

(8) 親睦行事会員の親睦を図るための行事を l

回程度行なう.

4. 平成 3 年度収支予算

(収入)

5041 225 

合計 1 316， 0001仰001 7, 0001 

(支出) 1 

(円)

備考

会議費 1117， 0∞1 80 ， 0001 九 0001 総会，運営委員
I 

J. J I , uvvl uv , vvul JI ， vvvl 会，幹事会
講演会費|札 0001 札 0001 Oi 講師謝礼，旅費
研究会費 1100， 0001140， 0001 ム 40， 0001 講師謝礼等

印刷費 1 2, 0001 2, 0001 01 総会資料他
通信費 1 30, 0001 20, 0001 10， 0001 ハガキ，切手代

交通費|仏州 45， 0吋 01 高部長会議旅費

事務費 |ω001 乙 0001 01 事務用品，消耗~， vvvl ..:., vvvl vl 品他
予備費 01 01 0 

合計 1 3川l“ほ6ι，叫仰∞州1 7九7 ， 0刈O∞0
5. 支部役員

支部長中津博司(東北電力)

副支部長奈良久(東北大学)，岡村敏光 (NTT

東北支社)

運営委員 五十嵐農(東北電気保安協会)， 荻野正

浩 (21世紀政策研究会)，木村正行(先端

技術大学院)，熊谷和夫(栂馬共同火力

発電)，後藤義雄(河北新報社)，尾田栄

章(東方地方建設局)， 千葉信亮(日本

1 BM)，鈴木義也(東北大学)，小園文

典 (NTT東北支社)，高橋幸雄(東京工

業大学)，竹内清(石巻専修大学)，田

中謙輔(新潟大学)， 手島恒男(東北大

学)，山本保(東北電力)，瀬戸長彦

(通研電気)，渡利千波(東北学院大学)，

岩田恒一(石巻専修大学)，御園生善尚

(日本大学)，福山年昭(東北コンピュー

タサーピス)
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監 事千葉雅保(文理学院)，関田康慶(東北大

学)

幹 事神正照(東北工業大学)，田中光美(東

北地方建設局)

幹事長武藤滋夫(東北大学)，鈴木康彦(福島大

学)，瀬戸口良三(帝京大学)，笹村完司

(東北電力)，熊本義信(日本 1 BM) , 

藤野和建(長岡技術科学大学)， 作山裕

樹 (NTT 東北支社)， 高橋長雄(東北

電力)，石川明彦(岩手大学)，谷内正文

(東北学院大学)，稲葉輝雄(東北システ

ムズ・サポート)，青木茂 (NTT電

話帳事業部)，小林康幸(東北コンビュ

ータサーピス)

中部支部

日時:平成 3 年 3 月 16 日(土)

場所:中部品質管理協会第 1 研修室

1. 平成 2 年度事業報告

(1) 総会

1990年度総会は， 1990年 3 月 20 日(火)， 中部品

質管浬協会第 l 研修室において開催され，下記事項

について審議承認された.

① 1989年度事業報告

② 1989年度決算報告

③ 1990年度事業計画

④ 1990年度予算

⑤ 1990-1991年度役員選出

⑥その他

(2) 運営委員会

日時: 1991年 3 月 16 日(土) 11:00-11:40 

場所:中部品質管理協会第 l 研修室

題 目: (1) 1991年度総会議案の件

(2) その他

(3) 幹事会

①日時: 1990年 4 月 28 日(土) 13:00-14:00 

場所:名古屋工業大学生産システム工学科

4 階演習室

題 目: (1) 新旧幹事の引継ぎ

426 (48) 

(2) 1990年度の事業計画について

(3) 会員の拡大について

μ) 中部支部の趣意書改訂について

(5) その他

②日時: 1991年 1 月 26 日(土) 12:30-13:30 

場所:南山大学情報センター(J棟)

l 階特別合同研究室

題 目: (1) 1991年度総会議案について

(2) 1991-1992年度新幹事選出につい

て

(3) 支部研究発表会の準備について

(4) 支部研究発表会(第17回)

日時: 1990年 3 月 20 日(火) 13:40-16:50 

場所:中部品質管理協会第 1 研修室

参加者: 27名

発表テーマと発表者(所属い

「間欠障害を伴うコンピュータ・システムの最適

点検方策」 中川軍夫，安井一民(愛工大)

rSimulated Annealing による混合品種組立ラ

インのバランシングに関する研究」

玉田秀一(名工大)

r 2 種類のショックを受ける劣化システムに対す

る最適取替え」 商脇 満(名工大)

rRound-robin queue についてJ

松本公秀(名工大)

r2つのノードを持つ G/G.CYCLIC QUEUEj 

近藤 保(名工大)

「特別講演 グ・ノレ・メのお話し」

横井 太郎(紛東島幸本店)

(5) 研究会

4/38 IEconomic Quality Controlj 

Elart von Col1ani (Würzburg 大学)

14名

10/20 r繰り返しを認めない 2 種類の需要の在庫

管理」

沢木勝茂(南山大)，石垣智徳(名工大)

13名

12/15 r Al10wance を考慮した最良選択問題」

玉置光司(愛知大)

19名

1/26 ( rCooperative in hierachical orga・

nizations : an mcentive perspec. 

tivej 伊藤秀史(京都大)

②「探案ゲームについて」

菊田健作(富山大)

⑥「縄張りゲームについてj

オベレーションズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



数 四

回

回

1 - 2 回

1 回

数回

1-2 回

回12 

幹事会

支部研究発表会

OR学会定例講演会

講演会

事例研究発表会

研究会

見学会

支部ニュースの刊行

平成 3 年度収支予算

義仲(姫路工大)

18名

寺岡

(円)

4. 

額

(収入の部)

前期繰越金

本部交付金

講演会交付金

利息

金目科

(6) 講演会

①日時: 1990年 8 月 2 日(木) 18:30-20:00 

場所:中部品質管理協会第 l 研修室

テーマ: I信頼性の研究とその展望」

発表者: D. N. P. Murthy (University of 

Queensland) 

時: 1990年 11 月 17 日(土) 14:00-16:30 

場所:中部品質管理協会第 2 研修室

テーマ:①[日本オベレーションズ・リサーチ

学会国際委員会の活動報告」

②「経営工学の体系化に関する私見」

発表者:柳井浩(慶応大)

日② 

4, 512 

510, 000 

28, 000 

3, 500 

546, 012 計

室
費
費
費
費
費
費

A 
日

(支出
b. 

"'" 
講

事

通

印

旅

予

工場見学会

日時: 1990年 6 月 5 日(金) 13:00-14:30 

場所. ，新日本製鉄側名古屋製鉄所

(8) 刊行物

1. 支部ニュース (9 回)

2. 第17回支部研究発表会アブストラクト集

(7) 

至1991年 2 月 28 日(円)

算| 通費考備

546, 012 

支部役員

支部長 日比野康文(愛知学院大学)

副支部長 田中庸平(中部電力暢)

運営委員 安達公一(名古屋工業大学)，飯田次生

(日本ガイシ帥)，榎本久徳(紛争CT 1), 

大野勝久(名古屋工業大学)，小谷重徳

(トヨタ自動車紛)，沢木勝茂(南山大

学)，辻紘良(紛豊田中央研究所)，中

川車夫(愛知工業大学)， 中国友一(中

京大学)， 吉野玄ー(名古屋勤労市民生

活共同組合)

岩田怜(紛名鉄コンピュータサービ

ス)，小和田正(名古屋工業大学)

岡本金義(中部品質管理協会)，古川 孝

(中部電力紛)，石井芳裕(輔名鉄コンピ

ュータサーピス)，玉置光司(愛知大学)，

穴太克則(南山大学)

小野勝次(名古屋大学名誉教授)

言十メh
日

5. 

(1)合

(支出の部)

会議費 1 20, 0001 9 ， 7001 総会，幹事会

講演会費 1 32，∞01 32 ， 0001 会場費，謝礼
1140.0001161.5351 事務委託料，封事 務 費 1140， 0001161 ， 5351 筒・用紙代

通信費 1 180, 0001 191 ， 7601 郵送料

印刷費 1 114，州肌州幣許，アプス
旅費交通費 1 20, 0001 20， 7601 講演者交通費

予備費 6221 0 

計ド06，叫 504， 8501
(3)当期運営残高 I 8，'吋 12， 8州 (1)ー (2)
(4)前期繰越金|ム8， 3781 ム 8， 378

(5)次期繰越金 01 4, 5121 (3)+(4) 
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目科

事監
(2)合

(49) 427 

事

F品

20, 000 

35, 000 

165, 000 

205, 000 

100, 000 

20, 000 

1, 012 

の部)

議

演会

務

信

刷

交

備

幹

顧

回

1-2 回

平成 3 年度事業計画

支部総会

運営委員会

1991 年 8 月号

3. 
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